
●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ

ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年4月、川崎市議会議員に初当選。
●2007年4月、同２期目当選。
●2011年4月、同３期目挑戦するも惜敗。
●民主党神奈川１８総支部 常任幹事
●民主党神奈川県政策委員
●川崎地方自治研究センター客員研究員
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女の３人家族 下作延在住

前川崎市議会議員

ほりぞえ健ニュース
２０１３年１２月号 Ｎｏ．８４

川崎市高津区下作延4ー22ー12ー411
電話&FAX 044ー877ー6317

ホームページ http://www.horizoe.com
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け ん

（事務局）
１１月１９日、川崎市の新市長として福田紀彦さんが就任されま

したね。新市長のもとで、川崎市の市政はどう変わるのでしょうか。

（堀添）
はい。民間企業でも同じですが、経営トップが交代すると今まで

の戦略・政策の見直しが行われます。これまでの１２年間の阿部市
政を福田新市長の視点で再評価する作業がはじめられていると思い
ます。

（事務局）
他候補もそうでしたが、今回の選挙では政策面での具体的な中身

はあまり明らかにならなかったように思います。

（堀添）
福田市長は、選挙中に１４項目のマニフェスト（下記参照）を示

しており、この中身は今でも福田市長のホームページでも確認でき
ます。とはいえ、これらは理念的なものも少なくないですから、具
体的にどういう政策を実現していくのかについては、これからの議
論によって明らかにしていく必要があると思います。

とくに、１１月２９日から始まる市議会定例会での施政方針演説
では、川崎市の市政全般にわたって、かなり踏み込んだ政策が明ら
かになるものと思われますので、まずはここに注目する必要があり
ます。

うに計画を策定していく
のかという点も、ポイン
トになってくると思いま
す。私たち市民が計画策
定にどのように関わって
いくのか、そして市議会
での議論とどのように関
連づけていくのかという
ことが問われるのではな
いでしょうか。

その意味では、１４項
目のマニフェストの一つ
でもある「権限と予算を
“区”に移譲」の、最初
の試金石と言えると思い
ます。

（事務局）
まずは市議会初日での

演説が注目されますね。
ありがとうございました。

福田紀彦川崎市長の政策

また記者発表の中では、これから総合計画の策定にも着手していくとのことですので、どのよ

○教育こそ、日本一の川崎に！
○「母になるなら川崎市」と言わせてみる！
○“市内需”の拡大で地元企業を大事にする！
○命を守る！消防・救急の強化で“いざ”に強い都市に。
○あー、もったいない！シニア世代の知識と経験
○県内で一番高い介護保険料からの脱却！
○無料インターネット環境が世界で最も進んだ都市へ！
○交通問題は地域経済の柱、市民生活の足。
○健康は全ての源！健康寿命を伸ばします！
○身近なことは区で決める！権限と予算を“区”に移譲。
○ドキドキ､わくわくする街はスポーツと文化､そしてお祭り。
○障がい者雇用で日本一を目指す！
○「ねぇ､市長!」声が届く､身近な市長に。市民市長は現
場主義！
○１期４年間で３，１２０万円の市長退職金は廃止！
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政治資金ご寄附のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９

銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４
地元から日本改革を実現するために､ご支援
賜りますよう､お願い申し上げます。

毎週、最新ニュースを駅頭でお配りしています。
水曜日 午前７時～８時半 溝口駅南口 ／ 金曜日 午前７時～８時半 梶が谷駅

川崎市における放射線測定結果（１１月２７日現在）

浄水場：川崎市内の2か所の浄水場では、毎日放射能測定を行っていますが、一昨年４
月２２日以降、放射性ヨウ素、放射性セシウムとも検出されていません。

大 気：環境総合研究所、中原大気測定局、麻生大気測定局で、放射線量実態調査を毎
月行っており、地上５ｃｍ、５０ｃｍ、１００ｃｍとも自然界の放射線レベル
の範囲内です。
（１１月は７日に実施）

市内農産物：果菜類（トマト、きゅうり）、根菜類（さつまいも、大根、玉葱）、果実
（梅、梨、柿）の出荷前チェックでは、一昨年５月に梅（セシウム：２９．５
ベクレル／Ｋｇ）、１０月に柿（セシウム：４．５ベクレル／Ｋｇ）から検出
された以外は、検出されていません。
（食品衛生法上の基準値は一般食品１００ベクレル/Kg以下）

水道水：不検出

下水汚泥等：入江崎総合スラッジセンター（１１月１１日測定） 放射性セシウム測定
脱水汚泥：不検出 汚泥焼却灰：５０４ Bq/Kg

（焼却灰は飛散防止処理の上、施設内等で安全に保管されています。）

ごみ焼却灰：橘処理センター（１０月２５日測定） 放射性セシウム測定
主 灰： ５１ Bq/Kg
飛 灰：１０４ Bq/Kg
排ガス： 不検出

放射線測定器の貸し出しを高津区役所でも行っています。
（電話予約が必要です。 ０４４－８６１－３１１３）

連載コラム 川崎と高津の地名（No.１６）
参考：上田恒三著「高津村風土記稿」

日本地名研究所編「川崎の町名」

「明津」の由来
１６世紀の末に、子母口村から明津村が分村し、江

戸時代の初めは旗本の領地となっていましたが、元禄
１０年（１６９７年）に幕府直轄領となり、その後、
増上寺領となって明治維新
を迎えました。

明治２２年の市町村制施
行に伴い、明津村は橘村大
字明津となりました。

また、明治４２年には旧
明津村内熊野神社が子母口
の橘樹神社に合祀されてい
ます。

アクツという地名は、関東から東北にかけて多くあ
ります。「明津」の外に、阿久津、悪津、圷、阿久戸、
悪戸、悪田、芥などと書かれますが、いずれも、低地
で水はけの良くないところとなっています。高津区の
阿久津も、矢上川と江川の合流地点から上流側に挟ま
れた低地のため、もともとは全域が湿田となっていま
した。洪水の折には水塚古墳だけが浮島のように水上
に残ったそうです。その後、築堤や配水技術の進歩な
どにより開発が進み、「悪津」から「明津」へと改称
されたと言われています。


